lA 警告 I まをのために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちがった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることがあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください 

• 安をのためのま意事頃を巧る 

この「安全のために」をよくお読みください。 


めれた手で AC パワーアダプターをさわ6な 
い 

感電の原因となることがあります。 



• 定期的に点巧する 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ 
部とコンセントとの間にほこりがたまってい 
ないか、故障したまま使用していないか、な 
どを点検してください。 


• 巧障した6使わない 


動作がおかし<なったり、破損しているのに 
気づいたら、すぐにお買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓口に修理をご依頼<ださい。 

• 万一、異常び起をたら 




〇電源を切る 

0 AC パワーアダプターを 巧く 
0お買い上げ店またはソニーサービス窓 □ 
に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示 
をしています。表示の内容をよ<理解してか 
ら本文をお読みください。 


I A 片協しの表:^の江息事 I 貝を守 b な 
|/へ尼映 I いと、火災.感電.破裂など 
により死 t や大けがなどの人 
身事故が生じます。 


A 銜 C とヒ I しの表 W の迂忌事項化守 b な 
胃*=* 1いと、火災•感電などにより 
死 t や大けがなど人身事故の 
原因となります。 


A ぐしの表ののミ 王 忌事 I 貝を守 b ない 
/! V ± 后、 I と、感電やその他の事故により 
けがをしたり周辺の家財に損害 
を与えたりすることがあります。 


ミち意を促す記号 


/k\ 


化災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 


禁止 

接触禁止めれ手禁止 


行為を指示する記号 


〇 


A 警告 


下記のま意事項を守5ないと 

义災 • 感電にょり 


A 大けが の原因となりまず。 

义災 感電 


本体や AC パワーアダプターを巧団などでお 
おつたが態で使わない 

熱がこちってケースが変形したり、火災の原因 
となることがあります。 



A ミま思 


下記のま意事項を守5ないと 
けがをしたり周辺の家財に 


} 貝%をちえたりずることがあり 


ます。 


はじめか6ボリユームを上ばずぎない 

突然大きな音が出て耳をいためることがありま 
す。ボ U ユームは徐々に上げましよう。とく 
に、 MD 、 CD や DAT など、雑音のかないデジ 
タル機器をへツドホンで聞くときにはごま意く 
ださい。 


0 


巧証書とアフターヴービス 

保証書 

• この製品にはな証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お買い上げ店でお受け 
取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめ 
のラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調テび悪いときはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べく 
ださい。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談 
窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービ 
ス窓□にご相談ください。 

な証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていた 
ださます。くわしくはな証書をご覧くださ 
い。 

な証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要 
望によりち料修理させていたださます。 
部品の巧有期間について 
当社ではアクティブスピーカーシステムの補 
修用性能部品(製品の機能を維持ずるために 
お要な部品)を、製造打ち切り後最ほ6年間イ呆 
有しています。この部品保有期間を修理巧能 
の期間とさせていただをます。な有期間び経 
過したあとを、故障箇所によっては修理可能 
の場合びありますので、ソニーの相談窓□ま 
たはお買い上げ店、ソニーヴービス窓□にご 
相談ください。 


内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となりま 
す。万一、水や異物び入ったとさは、すぐにス 
イッチを切り、 AC パワーアダプターをコンセ 
ントか5抜いて、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓 □にご相談ください。 



SONY* 


3-247-220-05(1) 


了クテイ ブス と。一 力ーシステム 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとうございまず。 


A 警告 


電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、火災や人身 
事故になることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取0扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお 
使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


SRS-Z510 
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正し<お巧いいただ < ために 

まを上のごま意 

ま全について： 

家庭用電源コンセント ( AC 100 V ) につない 
でお使いください。 

AC アダプターについて： 

AC アダプターを抜くときは、コードを引っ 
張らずに、必ず AC アダプターを持って抜い 
て < ださい。 

留守にずるときは： 

ご旅行などで長い間お使いにならないとを 
は、必ず電源コードをコンセントからあい 
て < ださい。 

異物について： 

特に、ジャックには異物を入れないでくだ 
さい。故障や事故の原因になります。 

異常や不具合び起きた 5: 

万一、異常や不具合び起さたとをや異物び 
中にはいったとさは、すぐに電源コードを 
抜さ、お買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

取り巧い上のごミ主意 

•スピーカーユニット、内蔵アンプ、キャ 
ビネットは精密に調整してあります。分 
解、改造などはしないでください。 

•キャビネットびちれたとさは、中性洗剤 
をかし含ませた柔らかい巧でふいてくだ 
さい。シンナー、ベンジン、アルコール 
などは表面の仕上げを傷めますので、使 
ねないで < ださい。 

• なのよラな場所は避けてください。 

一直身寸曰光の当たる所、暖房器具の近< 
など、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 


一風呂場など、湿気のをい所。 

一ほこりのをい所、砂 i 也の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。 
(防磁設計になっていますび、録音済 
みテープや時計、キャッシュカード、 
フ□ッピーディスクなどは、スピー 
カーの前面に近づけないでくださ 
し、。） 

• 平らな場所に設置してください。 

•設置条件によっては、倒れたり落下した 
りすることびあります。貴重品などを近 
くに置かないでください。 

モニター画面にちむ S び起宝た S 

このスピーカーシステムは防磁型のため、 
モニターのそばに置いて使ラことびでさま 
ずび、モニターの種類により色むらび起こ 
る場合びあります。 

色む6が起きた6 

いったんモニターの電源を切り、15〜30分 
後に再び電源を入れてください。 

それでを色む S が巧るときは 

スピーカーをさらにモニターから離してく 
ださい。 

さ6に 

スピーカーの近<に磁気を発をずるちのび 
ないよラにごを意<ださい。スピーカーと 
の相互作用により、色むらを起こす場合び 
お D ます。 

磁気を凳生する物 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、健 
康器具、玩具などに使われている磁石な 
ど。 


まな仕様 


スピーカー部 

型式 

フルレンジバスレフ型 
防磁型 ( JEITA *) 

使用スピーカー直径57 mm 
インピーダンス8 n 

定格入力 

3 W 

アンプ部（左 スピーカー) 

実効出力 

3.5 W +3.5 W (全高調波歪 
10%.1 kHz 、 8が 
( JEITA *) 

音質補正回路 

MEGA BASS 回路 

入力 

ステレオ S ニプラグ付さ入力 
コードにが" 

ステレオ S ニジャック X 1 

入カインピーダンス 


4.7 kn (1 kHz ) 

出力 

ステレオ S ニジャック 

( PHONES ) 

電源部-その他 

電源 

DC 9 V 、 付属の AC パワーア 
ダプターを接続して AC 100 V 
電源か6使用 

最大外形寸法 

約84 X 176 X 130 mm 
川畐/高さ/奥行さ） 

質量 

左スピーカー約61日 g 
ちスピーカー約56日 g 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 
取扱説明書 （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 
(1) 


別売りアクセサ U — 

プラグアダプター 

PC -234 S (ステレオ標準プラグー ステレオ 
ミニジャック）、 PC -236 MS (ミニプラグトー 
ステレオーニジャック） 

接続コード 

RK - G 129 (ステレオ=ニプラグト》ピンプラ 
グ)、 RK - G 136 ( ステレオ=ニプラグト►ス 
テレオミニプラグ） （1.5 m )、 RK - G 138 ( ス 
テレオ2ウェイプラグト►ステレオ=ニジャッ 
ク） 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく 
変更することびありますび、ご了承ください。 

> J 曰 TA (電子情報巧術産業協を)規格による測 
定値です。 


よくあるお間い合わせ、巧みち法などはホームページをご活用ください。 

http :// www . sony . co . jp/support 





フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話 ‘ PHS ‘一部の IP 電話 

0466-31-251 1 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話. PHS . —部の IP 電話 

04己 6-31-2 已31 

X あの説巧書’リモコン等の曆入相談は 
こちらへお間い合0せください。 


♦ 


上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

r309j + r#j 

を巧して < ださい。直接、担当窓口へおつなざします。 


FAX 供巧） 0120-333-389 

き巧時巧月〜金:9:00〜20:00 ±-日.祝曰:9:00〜17:00 


ソニー株式会社 〒1 08-007 己東京都港区港南1 -7- 1 













接続 

1 AC パワーアダプターを本機に接続する 

長時間使用しないとさは、 AC バワーアダプターをコンセントから巧いてください。 

ス'ま章 

この製品には、付属の AC パワーアダプター(極性統一形プラグ- J 曰 TA 規格)をご使用くださ 
し、上記じ(外の AC パワーアダプターを使用すると、故障の原因になることがあります。 


主な特長 

SRS - Z 510 は、アンプを内蔵したル型ス テレビのそばにも置けまず 

ピーカーシステムです。 CD ウォークマンや テレビやモニターのそばに置いても画面に 

MD ウォークマン、パソコンなどにつない 影響をちえることび少ない防磁型設計(防磁 

で迫力ある音で聞くことびでさます。 型/ JEITA *)。 

• 使い勝手のよい前面へッドホンジャック。 

• パソコンとポータブルオーディオなどを *電テ情報技術産業協会の略称です。 

同時に接続でをる1系統2入力。 



豊かで迫力ある音を楽しめまず 

• 之型磁気回路採用によりル型なびら重低 
音を再生。 

• 実用最大出力 3.5 W +3.5 W の八イパワ ー 
アンプ内蔵。 

• 再を音量にかかわらず豊かな低音に補正 
する 、 MEGA BASS 回路内蔵。 

• 高域再ちでク U アな高音質を実現。 


2左スピーカーを、お聞まになる機器につないで<ださい 

ラジオなどのモノラルジャツクにつないだとさは、左スピーカーからしか音び出ないことびあ 
ります。別売りのプラグアダプター PC -236 MS を使うと左ちのスピーカーか6音び出ます。 

標準タイプのへッドホンジャック（カセツトデッキなど）につなぐには 

別売りのプラグアダプター PC -234 S 、 または接続コード RK - G 1% をお使いください。 


ごを意 

INPUT 1 と INPU 口の入力切換えは、接続した機器の ON 、 OFF で行なってください。 




巧障かな？とおった 6 

巧が 


原因 

処置 

音が割れる、 

またはノイ 

入力信号が大きすぎる。 

接続した機器の音量を下げる。 

乂かム'公 


接続した機器のバスブースト機能 
を使用している。 

バスブースト機能を解除する。 



接続した機器のへッドホンジヤッ 
クに接続している。 

接続した機器に LI N EOUT 端テが 
ある時は、 UNEOUT 端テに接続 
する。 



入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 



テレビにおすざる所に設置されて 
いる。 

テレビから離して設置する。 

音がルさい、 
出ない 

または音が 

POWER スイッチが OFF になって 
し、る。 

POWER スイッチを ON にする。 



VOLUME つまみが最小 ( MIN ) に 
絞られている。 

VOLUME つまみで調節する。 



入カコードがしっかり接続されて 
いない。 

入カコードを確実に接続する。 



入力信号がルさすざる。 

へッドホンジャックに接続した場 
をは、接続した機器の音量を上げ 
る。 



へッドホンが接続されている。 

へッドホンを巧く。 

電源ランプがちらつく 

音量を上げたときに電源ランプがちらつくことがありますが、故障で 
はありません。 


巧いかた 

VOLUME つまみでスピーカーの音量を最ルにしてください。スピーカーをへッドホン出力に 
接続する場合は、あらかじめ接続した機器の音量を下げておさます。 

1 POWER スイッチを巧してュ ON にする 

電源ランプが点灯します。 

2再生する 

接続した機器を再生し、スピーカーの音量を調節します。 

へッドホン出力に接続する場をは、接続した機器の音量を調節します。 

聞き終わったら、 POWER スイッチを巧して且 OF 円こしてください。 

電源ランプが消えます。 

ご注意 

ウオークマンなどのバスブースト機能は解除してください。ひずみの原因になることがありま 
す。 


3 へッドホン/イヤホンを使用する場合 

へッドホン/イヤホンを PHONES ジャックりに接続してください。 



スピーカーグリルをがして使用ずる場合は 

スピーカーグリルはお好みに応じて取り外すことがでさます。 
取り外したスピーカーグ U ルは本機裏面に取り付けることができます。 






